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本 計 画 の 体 系

環境まちづくりの目標
基本施策および具体的な施策

環境における

課題

自然重環

生活環境

循  環

地球環境

快とな環境

(″メニティ)

環境まちづくり

活出の主体から

■環境教育・学習

①学校での環境教育の充実

②家庭や地域、職場での乗境学習の充実

■環境まちづくり

①市民の取組の促進

②事業者の収組の促進

③市の取組の推進

④パートナーシップの構築

■環境情報の提供・整備
①環境情報の収集
②環境情報の提供

B地球環境問題への理解・協力
①地球環境問題の普及・啓発

②国際協力の推進

■環境への負荷低減
①地球温暖化対策の推進

②オブン層保護対策の推進

■水と土

①河川・琵琶湖の保全

②土壌・地下水の保全

■空気と音、光

①人気の保全

②騒音・振動の防止

③日照の確保、電波障害、光害対策

■有害化学物質、放射性物質
①事業活動にともなう汚央の防1上

②日常生活にともなう汚染の防 1に

③放射性物質への対応

■公害の未然防止

①環境監視の充実

②事業所への指導の徹底

■水辺とみどり

①公園・緑地の整備

②親水空間の創出

■歴史と文化

①歴史・文化造産の保存・活用

②市民文化活動の推進

日まちなみ景観

①まちなみ景観の形成

②地域美化の推進

日生活空間
①交通環境のハリアフリー化の推進

②公共施設などのバリアフリー化の推進

■もの

①廃葉物の発生抑制
②ツサイクルの推進

■水循環
①節水・未利用水の利用

②水循環のl,推進

■エネルギー

①省エネルギーの推進

②再生可能エネルギーの利用促進

■自然環境の保全

①多様な自然の保全

②生物の生育・生息空間の保全

■自然とのふれあい

①自然とのふれあいの場の確保

②自然とのふれあいの機会の確保

地球環境保全への貢献

まちの個性と魅力の創出

行 動 と 連 携 に よ る

環境まちづ くりの取組

良好な自然環境の保全と

ふ れ あ い の 推 進

ひとの健康と安全の確保

ものこ水・エネルギーの循環

⑥行動と協働の環境まちづくり
をめざします

④地球市民としての役害1を
果たすことをめざします

⑤まちの個性と魅力づくりを
めざします

①豊かな自然の維持=回復を
めざします

②健全な空気や水の確保を
めざします

③ものi水 `エネルギー循環の

向上をめざします

自
然
と
ひ
と
が
と
も
に
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き
る
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諄奪 計日のめざすもの

1 「ながは療H観‡ちづくリプラン 21」 策定の育景とEE

呵)「ながはま環境まちづくリプラン 21」 とは

「ながはま喋境まちづくリプラン 21」 (以 下、「本計画」という主)と は、将来にわた

つて自然とひとが共生し、快道に暮らすことができるよう地域の良好な味境を保全・

創造することを日的とし、総合的かつ計画的に環境関連施策を推進するための最も基

本的な計画です。このため、本計画は、市民、事業者、行政などの各主体が協働・連

携し、環境の保全・創造を推進するための日操、考え方などの基本的な方向性を示し

ています。

2)計画策定 (見直し)の背景

長浜市では、平成 13年 3月 に、旧長浜市において「ながはま環境まちづくリプラン

21」 を策定して以降、律年、年次報告書を作成し、進抄状況を検証しながら環境の保

全と創造につとめてきましたが、計画策定から7年が経過し、計画の終期である平成

22年度まで残りわずかとなりました。

また、この間にも、廃栗イ/ノ」による環境負荷の増大、有害な化学物質による新たな環

境汚染の懸念、身近な緑や水辺の減少により生物の多様性が失われつつあることなど

種々の環境問題が生じており、地球温暖化にともなう気候変動の頸在化など、地球環

境問題への対応も重要な″果題となっています。

さらに、平成 18年 2月 、平成 22年 1月 には市町合併により対象となる市域が拡大

するなど、長浜市を11又 り巻く環境も変化しており、計画の再構築が必要になってきま

した。

そこで、このような状況に的確に対応し、広範多岐にわたる環境問題に、より効果

的に取り組めるよう、これまでの計画を見直し新たに策定するものです。

2 計口の件超

H)位置づけ

長浜市味境戸_本条ケlに掲げる基本理念の実現に向けて、同条例第 H条の規定に基づ

き策定します。

この計画は、長浜市基本構想におけるまちづくりの基本日標「住み良さが実感でき、

自然を慈しむまち」の実現に向け、上位計画や関連計画との整合性を図りつつ、まち

づくりや各種施策の実施にあたり、味境分野における基本的な考え方や施策の方向性

を明らかにするものです。

本計画の位置づけ

2)計画の期間

計画期間は、平成 21年度から平成 30年度までの 10年間とします。なお、長浜市を

取り巻く環墳や社会情勢は常に変イヒしていることから、このような変化を踏まえ、計

画内容について柔軟に見直しをかけることとします。

2

関連計画

・都市計画マスタープラン

・景観まちづくり計画

・みどりの基本計画

・生活排水処理対策推進計画

・循環型社会形成推進地域計画

・一般廃棄物処理基本計画

その他関連計画

口 。議翼果の環境基本計画

長浜市環境基本秦偶

長浜市と本構想

ながはま環境まちづくリプラン 21

(長浜市環重碁本附画 )

・計画の背景と課題

・計画のめざすもの (基本的な考え方 )

・環境まちづくりの取り組み (具体的施策 )

・重点的な取り組み (重点施策 )

・計画の推進 (推進体制、点検評価 )

▼▼



3)対象

(1)対象の分野

本計画で対象とする環境の分野は、以下に示す 5つを対象とします。

本計画の対象とする環境の分野

(2)対象の地域

対象地域は、長浜市の行政区域全域 680,79k r(琵琶湖を含む)を基本とします。

長浜市だけでは解決できない問題については、近隣都市や県などと連歩″して取り組ん

でいきます。
｀
      マ

(3)各主体

主体は、長浜市で活動するすべての市民、滞在者※、事業者、行政とします。各主

体が、それぞれの責務を自覚し、自らの日常生活や事業活動を見直し、互いに協慟・

連携しながら、取り組むことを基本とします。

※ 滞在者とは、通勤、通学、観光旅行等で長浜市に締在する人のことです。ただし、特に明記 し

ない限り、通常は市民の中に含めて捉えることとします。

3

バイオマス、水篠環
など

エネルギー

饉 な競
(アメニティ)

′会園・緑地、景観、報
'

歴史・文化的,乗覧、

大気環t売、騒音 マ

生活■■

悪其、

地球温暖化、オプン

療、酸性雨、省エネ

蹴 重監

山林・里山(里地)。 河川 ,

斎重湖などの自然、農チ曝Ⅲ
動植物      など

自驚鵡



第 1尊 重電面からみた長浜の特性と課題

霞重まちづくりに生かしていきたい員浜の特性

B湖北の経済 。文化の中核都市としての役報を担っているまち

盗臣秀吉公の長浜城集城以来、ちりめん

やビロード産業などの振興で、湖北の経済

の中核都市として栄えてきました。そして

現在は、商業・サ,ビス業や就学・就業の

場といつた都市機能が集積し、湖北の中核

都市としての役害」を担っています。_

B多様な自然に意まれたまち

伊吹山系の山々と、これらの山々を源と

する車野川や高時)II、 姉川等により形成さ

れた扇状地ゆえの豊かな水環境のもとで、

自然と深く関わる生活が営まれてきまし

た。また、暮らしの中で、里山や田園、露

琶湖や余呉湖、さらには山門水源などの多

様な自然がもたらす美 しい景観や四季

折々の風情などで、うるおいとやすらぎを

感じることができるまちです。

■市街地の周辺に農村地域や里山がひろがるバランスのよいまち

本市は、中心市街地を取り巻くように広

がる田園や、さらにその周りに広がる山々

など、自然とバランスよく共生する風土を

築いており、今後も地域内で食料やエネル

ギーなど資源の地産地消に取り組むこと

ができる可能性を有しています。

■地域に根付いた市民自治の精神が息づく、市民主役のまち

町衆文化の伝統があり、市民一人ひとり

が主体となつてすすめるまちづくりが受

け継がれ、発展しているまちです。また、

市街地を囲む農村集落においても、地域で

助け合い、連携しながらまちづくりを進め

てきました。こうした市民自治の精神は、

今もなお地域にしつかりと根づき、ひとの

まとまりとつながりを育んでいます。

■歴史や伝統を生かし、新しい市民文化を創出する個性的なまち

曳山まつり、おこない、冨田人形など地

域で育まれた行事・伝統芸能をはじめ、北

国街道や姉川古戦場、宝厳寺や渡岸寺観音

堂といった歴史文化資源が数多く残され

ており、これらはまちのシンボルとして大

切な要素となつています。本市は、こうし

た歴史や伝統が今の暮らしやまちづくり

に生かされ、新しい市民文化が創出され、

多くの観光客が訪れるなど、全国的にも評

価されるまちづくりを展開しています。

曳山まつりの様子

―クショ

54



2) 重H‡ちづくりの颯状と諷題
両生類ではオオサンショウウオとカスミサンショウウオ、冬季に琵琶湖岸や西池に

飛来するマガモやオオヒシクイ、郷土種として貴重なタブノキ、湖岸宙水植帯のノ

ウルシや海浜植物などが、保全すべき希少な野生動植物として選定されています.

●琵琶湖においては、オオクチバスやブルーギルなどの侵略的外来生物が増加し、

在燕魚の稚魚を補食したり、在来の生物を駆逐するなど、生態系に大きな影響を

与えています。

●伊吹山系には、豊かな自然を背景にニホンザル、イノンシ、二本ンジカなど多く

の野生動物が生息しています。しかしながら、近年、これらの生き物が人里にも

現れて、農作物や樹本に被害を与えています。

●竹生島や葛籠尾崎の森林は、タブノキ、クスノキ等の天然林と戦後植生されたス

ギで構成されていますが、方ワタの営巣により、多くの樹木が枯れ、近年はJi石

の崩壊をまねくなど、カワタの増加で状態はさらに深刻化しています。また、カ

ワウが琵琶湖の在来魚を捕食することで、水産業にも深刻な被害を与えています。

●湖岸について見ると、人工護岸化や人日砂浜化などが進んでィヽますが、自然湖岸

が残つているところでは、ンルヨシなどの宙水植物などの群落が広がっています。

また、琵琶湖や姉川に代表される水辺は、多くの水鳥の生息地であるとともに、

コアユ、フナ、ビワマスなどの産卵場所として重要な役割を担つています。

●内湖機能の再生に向け、関係機関における調

査や取組が進められている早崎内湖は、多く

の生物が生息するビオトープとして、ヨシや

ガマ等の水生植物が生育奪色園を広げており、

フす、ドジョウ、メダカなど23種が確認され

ています。

0多様み｀自然空間と身近な生物の生育・生息環境の保全・回復

・伊哄山系の森林、横山など二山的な [r陵地、河川やこの周りを縁取る河畔林、平

野に広がる農地など、湖岸に至るまでの多様な自然空間を一体的に保全するとと

もに、農村集ツ′洋と里地環境の維持、まちなかの身近な自然の保全・回復を図るこ

とで、生物多様性の維持に努める必要があります。

・市域に生窟、する希少動植物の保全を図るとともに、外来種対策に取り組む必要が

あります。

・ニホンザル、イノシン、ニホンジカ、カワウ等のいわゆる害をおよぼす野生鳥獣

について、被害防除、個体数管理、生ィ自、環境の整備等の取組を計画的に推進し、

農林水産業等に関わる被害を防止し、人との車L礫を解消する必要があります。

Oひとと自然のふれあいの確保
・市民がひとと自然との関わりについて理解と認識を深めるために、自然にふれあ

う機会や場の確保が必要です。特に、市街地部では、公共施設や河川などで、在

来の生態系に配慮した自然物とふれあえる場所を創出することが必要ですフ

1)守 り育てるべき環境の分野から

(1)自 然環境

地形・地質

●地形は、伊吹山系の山々とこれらを源とする草野川や姉川、高時川、余呉川等に

より形成された扇状地性の沖積平野が琵琶湖にかけて広がっています。

●地質は、山地と丘陵地が古生代の砂岩・粘板岩・チャー ト及びそれらの二層、小

面積に点在する石灰培層からなり、低地部が沖積層から構成されています。安養

寺町から田村町までの琵琶湖沿岸幅約 200mの 地区は秒州が発達する地域で、砂

れき混じり
`′

)砂質地
"】

争があります。

気 候
●気埃は、本から秋にかけて穏やかで過ごしやすく、冬季に日本海からの季節風が

吹き込み積雪をみるという日本海型の気候になっています。また、晩秋になると

気候が急変し、冷たい時雨が通り過ぎるとまた陽がさすといつた湖北時雨の日が

多くみられます。

土地利用

●市域 lttl積の 7割が自然的土地和」用 (田・畑・山林)と なっており、主に山地・丘陵

地が樹林、低地部が水田および市街地となつています。

●水囲など農地は、都市化の進展にともない減少が続いています。

●草野川、姉川、高時川、余呉川をはじめとして、市内を流れる数多くの河川が露

琶湖に注ぎ込んでおり、これらは用水面、景観面において重要な位置を占めてい

ます。

●市民が自然とふれあうことのできるみどりは、琵琶湖岸や余呉湖畔、姉川や高時

川などの河畔林、棋山などの里地に集中しており、市街地部のみどりは少なくな

っています。

動植物

●森林について見ると、北部には県内でも貴重なブすクラス域の自然植生であるブ

ナーヒメアオキ群集が残されており、東部には複層林として今回的に有名な「谷

ロスギ」を含む浅井地域の山林が、南東部には横山丘陵の里山に針案樹と広葉樹

が混在しています。しかしながら、近年は病害虫被害によるアカマツやミズナラ・

コナラ・アベマキなどの枯損、獣害による林業被害、本材価格の低迷による森林

管理の放棄などが進み、ォ八木林の荒廃が進行しています。

●県のレンドデ~タブックでは、伊吹山系の金糞岳等に分布するムラサキヤンオ、ツ

ルタチツボスミレ、テバコフラビなどの冷温帯性植物、山門水源のミツガシワや、
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(2)生活環境

水

●琵琶湖の水質は、一時期改善傾向にあり、近年は核ばいとなつていることから宮

栄養化の進行は抑制されていると評価されますが、一部でアオコが発生するなど

の問題が生じています。

●イ|コ ||の水質は、水質調査結果より、公共下水道の整備など地域に応じた排水処理

対策を進めた結果改善していることがわかります。

●イF丁川の底質は、4河川において継続的に調査を行つており、特に問題がみられま

せん。

●代かき濁水中には多量の窒素、 リンが含まれており、これらは河川や湖の水質に
影響するため、農地からの流出防 Ili対策を進めています(、

大気

●大気質は、 i酸化硫黄や 二酸化空素、浮遊粒子状物質ともに味境基準を達成して

おり、過去の状況をみても長期的に良好な状態を保つています。しかしながら、

濃度の上昇が人体に影響を与える光化学オキシダントについては、環境基準を達

成していません。

騒音・振動

●主要幹線道路における騒音は、測定地点によつては環境基準の未達成のところも

みられますが、自動車騒音要請限度は下まわっています。振動は、特に問題のあ

るところはみられません.

悪臭

●家庭や農地等での野外焼却は、悪臭や大気汚染を招くのみならず、ダイオキシン

類など有害化学物質を発生させることが懸念されています。

市民意識

●平成 18年 10月 の市民意識H暇査では、受琶湖やlFf川 などの水素箕を守る取紅、大気環境

を守る取組について、多くの市民が重要であると認識しています。

O水環境保全への取組

・生活排水対策や :L場排水対策、農業排水対策などの発生源対策を推進することが

必要です。

・生活排水対策について、水洗化率が 90%を 超えるなど一定の成果をあげています

が、市民一人ひとりに水環境保全の重要性を認識してもらうとともに、家庭にお

ける身近な耳又組や ド水道の接続率向上などが実践されるよう啓発していくことが

必要です。

O環境リスク低減に向けた取組

・化学物質による環境リスクの低減のために、事業者は自主的に廃棄物の発生抑制

から化学物質管理の徹底まで、幅広い収組をすすめることが必要です。

・工場や事業所などの公害発生については、未然に防止していくことが必要です。

・身近な公害問題については、地域ぐるみのルールづくりやモラル向上のための取

れをすすめていくことが必要です。

O自動車による公害への取組

・市民・事業者への意識啓発による低公害車の導入などのυ卜酬源対策や公共交通機

関の利用促進、エコドライプの普及を図り、環境負荷の低減に努める必要があり

ます舌

O野外焼却防止の取組
・家庭でのごみ焼却、野外焼却による、悪臭やダイオキシン類などれ

‐
言化■物質の

発生抑制を図るため、市民への情報発信などを通じて意識の啓売を図つていくこ

とが必要です。

市民意識調査結果より (平成 18年 10月 実施)

<重要と考える環境関連施策について>
本市における環境関連範策につしヽ

て、市民意識調査結果をもとに『重要

度』のポイント (pt)が 高い順で表す

と、右のグラフのようになります。

「生活環虜」に関連する施策につい

て見ると、『 1 水環境を守る取組』、

『2.健全な大気環境の保全』につい

て、重要であると捉えられていること

がわア〕`ります。

ょ kん 《
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(3)循環

廃葉物

● ‐般廃棄物は、2市で構成する湖北広域行政事務センター (ク リスタルプラザと

伊合クリーンプラザ)で処理が行われています。分別方法 (こ ほくる―る)に従

つた再資源化によつてリサイクル率は、約 20%ま で向 にしましたが、平成 16年度

以降は横ばいの傾向があります。また、市民一人が 1日 に出すごみの最は横ばい

ですが、当面は人日増に伴う総排出量の増加が懸念されます。

● 般廃来物の排出量削減に向けた取組として、ごみ袋の有利化、生ごみ処
'生

機の

購入補助事業を行っています。

水循環

●森林の荒廃や農地の開発による雨水の地 ド浸透水量低下、産業や生活用水として

の水需要の増大、地 F水の過剰汲み上げなどにより、健全な水循環への影響が懸

念されています。

エネルギー

●fL灯 (主に家庭が占める)について見ると、イ吏用料は増加傾向にあり、世帯数の

増力Hやライフスタイルの変化が影響していることが予想されます。

●都市ガスについて、家庭は一定量で推移していますが、業務において使用量の伸

びが大きくなっています.

バイオマス

●生ごみ、間伐材などバイオマスの利活用状況を見ると、いずれの種類も現状にお

いては目立った利用がなされていません。

電灯・電力使用量の推移 (長浜市 ) 都市ガス使用量、契約数の推移 (長浜市)・

□使用量(電灯)喩使用二(■力)

資料 :関西電力帥 資料

際1頸洋|ぎlfヽ(111■Ilill.こ|||ヽギ|(■■||ミ |ヽIII■ |
O省エネルギーの促進と未利用エネルギーの活用促進

・大量消費型の社会や生活を見i立 し、省エネルギーを促進するとともに、、古月北地域

の自然特性を生かした問伐材などの木利用エネルギーの不L用 を検討することが必

要です。

O省資源・省エネルギー型のライフスタイルの構築
。3R(ツ デュース、リユース、 リサイクル)の実践を通モ|て、暮らしのあらゆる
場面において、そのものの本来の値打ちを無嶽にすることなくいかしていく『も

ったいない』の考えに即したライフスタイルの襦築を行う必要があります。

O地域の特性を生かした地域循環国の構築

・市街地と農村が並存する本市の地域特性や資源特性をいかし、農作物の地産地消、

不用品の地域内での融通など、地域の中で資源の循葉湘I斥・有効不可用に取り組ん

でいくことが必要です。

O健全な水循環の回復

・限りある水資源を大切に使っていくことが必要です。

・雨水の地下浸透などにより、水循環の回復を図つていくことが必要です。

資源化事の推移 (長浜市 ) 1人 1日 あたりのごみ排出二 (長浜市 )

r、 l` IS,ヽ   1も Ht

ごみ処理■の推移 (長浜市)

⑩
鉤
２。。
ｍ
鰤
ω
卵
獅
。

Ｄ
ｏｏ。

ｍ

］

Ш

Ш

脚
卵
即
卵
硼
蜘
帥
即
即
Ｏ

!可燃ごみ Ч朝里み 凍4大ごみ ・資腕』    工乾S芭 F蛍光雪

2■   22  23(年
度 )

中 使用二 (業務用 )

一 契約数 (業務月 )

ぃ 想〔局二(家庭月)

― 契約敷(家庭月)

★ H19年 庄よ
用しており

り、旧高月町で 2つの大規1集事業者力常「市ガスを使
索1務用使用量が大きく増痴しています。

11



(4)地球環境

地球温暖化

0本市の平成 22年度 (2010年度)における温室効果ガス排出割合を見ると、産業

(446%)が 最も多く、次いで運輸 (23.6%)、 民生業務 (15,8%)と 続いており、県と

同じ傾向となつています。国全体に比べ、産業の占める割合が高くなつています。

●平成 22年度の排出豊は C02換算で約 8764千 tであり、京都議定書の基準年度で

ある平成 2年度(1990年度)から約 93_0千 t減少 (約 9町減)しています。産業は

大きく減少していますが、運輸で 664千 t(475%増 )、 民生家庭で37,1千 t(408%

増)、 民生業務で36_0千 t(352%増 )、 それぞれ増加しています。

●平成 22年度の排出量のうち、家庭からの排出 (民生家庭、一般廃案物、運輸の,

部)は全体の約 27%にあたります。

オゾン層の保護

0フ ロン類などオプン層破壊物質は、現在使用されている冷蔵庫やカーエアコン等

の中に大量に残っており、これらの機器が廃案される際に回収されています。

酸性雨

●平成 18年度に行われた県による酸性雨調査においては、酸性雨の目安とされる

0■56以下の測定値の出現率が950/。 となっています。

‖22年度温室効果ガス排出割合の部門別比較

長浜市の温室効果ガス排出量

O地球環境保全に向けた地域からの取組の推進

・温暖イヒ防止に向けた市民の取組を一層高めるため、すべての世代に対する環境教

育を通じた意識啓発に取り組み、ライフスタイルを見直すとともに、低炭素社会

の実現に向けた取組を進めることが必要です。

・事業活動にともなう温室効果ガス排出抑制を図るため、従業員教育を通じて温暖

化防止の必要性の認識を高めるとともに、製造工程におけるエネルギー効率の見

直しなど排出源対策に取り組む必要があります。

・地球温暖化の防止のために、事業所や住宅などの省エネルギー対策や新エネルギ

ーの普及を通じて温室効果ガスの排出抑制を推進することが必要です。

・温室効果ガスの吸収源となる森林機能の維持増進が必要です。

・オゾン層保護のため、特定フロンおよび代答フロンなどの回収システムなどにつ

いて情報提供を行い、これらの回収の一層の徹底を図る必要があります。

・酸性雨対策として、継続的な観測体制を整えるとともに、窒素酸化物など原因物

質の」F出抑制対策をすすめることが必要です。

O環境情報の収集・提供の推進

・地球環境問題の状況や国・県の対応などに関する情報収集に努めるとともに、情

報の提供に努めることが必要です。

・本市における温室効果ガスの」F出状況について、今後、排出量の推計などの調査

を計画的に実施するとともに、この結果を利用して排出抑制に取り組んでいく必

要があります。

・姉妹都市との国際交流などを通じて環境先進事例について学び、これらを本市の

環境行政へ積極的に応用していくことが必要です。

獅
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(5)快適な環境 (アメニティ)

緑環境

●都市公国の整備状況を見ると、街区公園や都市緑地の整備がすすみ、市民一本当

たりの面積は、約 13す となつており、都市公固法施行令に定められた標準面積 (10

∬)を大きくL回つています。しかしながら、市街化区域では、身近な公固やスポ

ーツができる規模の公園・広場が不足しています。

●住宅が密集した中心市街地では、樹林や芝、革イとなどで覆われた場所 (緑地)が不

足しています。

●公共施設については、緑化がすすめられ

ているものの、不十分な施設も見られま

す。

●民間施設については、生返や植栽に対す

る助成・苗木の配布などにより、緑化を

促進しています。
イ

環境美化・不法投棄

●河川清掃など市民による環境美化活動が

積極的に行わ才していますが、依然として      市街地の中の公園の緑

空き缶等散在性ごみの投葉が兄られます .

●幹線道路沿いやイ膏丁川敷、山林などでは、不法投楽が問題になつています。

歴史・文化資源

0本市には、小谷城跡や姉川・賤ヶ岳古戦場、竹生島、神社仏閣、古墳などの遺跡

があり、国友町や石田町、高堀町雨森などでは、地域の阿詈`史文化を生かしたまち

づくりがすすめられています。

●北国街道をはじめ、旧長浜町地域には、伝統的様式の建物が集積するとともに、

城下町時代の区画害」や欺地の形状がよく残され、歴史的なイメージを色濃く残し

ています。

●曳山まつりや茶わん祭、冨田人形など、

多くの歴史ある行事や伝統芸能が市民の

手によつて守り・受け継がれています。

●市民文化の右l造に対する市民意識が非常

に高く、新たなイベン トが市民主体で活

/たに行われています。

O水とみどりのネットワークの形成
,生態系に配慮しながらt市街地の緑化や身近な公園の整備を推進し、水とみどり

のネットワークの充実を図ることが必要です。

O緑化、散在性ごみ対策などまちの美しさの向上

・良好な地域環境を保全するため、空き地、放置宅地を適[に管理することが必要

です。

・市街地において、みどりの減少や散在性ごみの増加などがみられることから、地

域主化の取組に対する市民、滞在者などすべての主体の協力が必要です。

・動物の「ふん害」の防止や路上喫煙の禁止など、生活環境全般にわたつて意識啓

発によるマナー向上を図る必要があります。

O不法投桑対策への取組

・市民、市、警察など関係機関との協力のもと、不法投莱防止に向けた対策を図る

必要があります。

O安全で快適な地域環境の確保

・中心市街地を中心に古い住宅の密集、道路の狭あい都などがみられることから、

防災面や生活の供適性向上のために、適切なオープンスペースを確保することが

必要です。

O誰もが自由に快適に移動できるまちの形成
・環芸に配慮した公共交通機 Fャヨの充実を図り、自家用車を和J用 しなくても気軽に移

動できる環境をつくることが必要です。

・道路や公共施設などの整備にあたつては、ユニバーサルデザインの考え方に基づ

き、誰もが住みよいまちづくりを推進することが必要です。

・歩道、自転車道の整備を推進することで、誰もが気軽に安心して歩き、自転車に

乗ることのできるまちづく4をすすめることが必要です。

O歴史文化資源や生活文化などの地域資源の継承と活用

・黒壁など中心市街地において保存・活用されている歴史文化資源や、旧市街地と

農村の伝統的な生活や生業のなかに継承されている生活文化を地域の資源として

受け継いでいくとと )ヽに、これらを生かした自然体験型:傷l光など、宿泊・滞在型

観光や広域観光に取り組んでいくことが必要です。

14
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2)環境まちづくりの活動の主体から

●本市では、住民参加、市民主体の喋境づくりが行われています。環境づくりの拠

点として多くの人に湘I用 されてきたエコハウスは平成22年 3月 にF才館となりまし

たが、そこで行なわれてきた活動の輪が市内に広がり、現在では各地域でさまざ

まな市民主体の味坑活動が進められています。

●白治会活動も活発に行われており、多くの自治会が、川・側1存の清掃、道路・公

国の清掃などの珠境に関わる活菫Bを行つています。また、活動への参加率も高く、

地域の環境問題への関心が高いことがうかがえます。

0-方 で、少子高齢化、価値観や生活様式の多様化がすすむなかで、地域の環境づ

くりのⅢlい手不足や地縁的 J体への参加の減少など、従来型 (″)緊密なコミュニテ

ィの変容がみられます。

●味境保全に関わる学習は、湖北に関する自然や暮らし、文化などについて学ぶ「長

浜学」や野鳥センターでの 十観察公」などがあります。また、市民が環境F日題等

について学び、そこで得た知識を実践活動に結びつけることを目的として、「淡海

4ヒ近カレッジJ 力N開講され ています。

●学校においては、小学校では、長浜市水生生物少年少女 J世1査隊「みずすまし」に

よる水■■物調査や森林を使つた環境学習事業「やまのこ」など、地域資源を活

用した体験型の環境教育が行われています。

●事業者の収糸Rと しては、滋賀県立長浜ドエムにて開催される『びわ湖県境ビジネ

スメンセ』や琵世湖の日 (7月 1日 )に開催される受琶湖一斉清掃へ参加してい

ます。

●市の取組としては、市白らが先頭に立って環境保全計虐Fを推進するため、水やエ

ネルギーの使用量削減、ごみの減量などを通じてエコオフィスの推進に取り率Rん

でいます。さらに、咲境意識の醸成を図るため、毎年春分の日を「環境にやさし

い H」 と定め、i社演会やヨシ植えなどのイベントを行なつています。

O多様な主体が参加できる環境教育・学習、環境まちづくり活動の促進

・学校教育、生涯学習、地域活動など様々な機会を通じて、より多くのひとが、環

境保全の実践活動に取り紅む機会をつくることが必要です。

・各種環境学習において、地域の豊かな自然環境を積極的に活用することで、地域

7)環境に対するF交 心を高めることが必要です。

O各主体の自主的な取組を促進・誘導するしくみづくり
。滞在者が地域の市民とともに、長浜のまちを楽しみながら、環筑づくりに参加し

ていけるようなしくみを整えることが必要です。

O多様な活動主体による環境まちづくりの推進
・社会参加意欲に富む高齢者の持つ経験や技術などを生かした地域づくりを推進す

ることが必要です。

・広範なNPO活動などとの連携を図るなど地域にとらわれない活動を活発にする
ことが必要です。

O事業活動での環境配慮と環境を生かしたビジネスの推進

・事業活動にあたつては、様々な側面において環境負荷が少なくなるよう配慮を求

めることが必要です.

・地域の既存の技術や自然環境、人山1資源を生かした新たな環境ビジネスの創出を

支援することが必要です。

O環境保全型の生活様式・事業活動づくり
・市民の自主的な環境づくり活動のよリー層の活発化に努めるとともに、経済的誘

導策など新しいしくみづくりが隊要です。

0広域的な環境まちづくり活動の推進
・各主体の環境活動や湖北地域を中心とした広域的な環境づくり活動を推進するた

め、市は、市民、事業者に対して環境に関する情報を積極的に発信するなど、率

先的な役割を果たしていくことが必要です。

水生生物調査

16

やまのこ事業
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第 2■ 4監患ちづくりとすすめる基本的な寺え方

1,私たちがめざす事ちの要

■めざすまちの姿

自燃と人がこ「寺r塩
―
寺る.環犠単繰,幸壱!・ ′どが燃議

2)環観拿ちづくりの基本諄学

■基本的な姿勢

私たちがめざすまちの姿の達成に向けて、私たちが大切にしなければならない基本

的なイ委勢を次の 5つにおきます。

① あらゆる施策への環境配慮の組込みを図ります

まちづくりのあらゆる分野に環境問題が関係しているといつても過言ではありませ

ん。このため、施策の計画や実施に際しては、環境への影響を考え、環境への負荷を

小さくし、良好な環境づくりに結びつくような対応策を盛り込んでいきます。

② 各主体の役割分担とパー トナーシップですすめます

環境問題には、市民、事業者、行政のそれぞれが深く関わつています。そのため、

環境に負荷を与えているひと自身がその責任を果たすことを基本に、各主体がそれぞ

れの立場に応じた公平な役割分担のもと自主的かつ積極的に環境づくりに取り組むと

ともに、対等な立
'多

/ザで連携しながらすすめていきますて

③ 持続可能な社会の構築を目指します

喋ナ界問題は、ものを生産、消費、廃棄するといつた社会経済活動にその要因の多く

があることから、経済活動と切り離して考えることができません。このため、経済的

な発Fくを図りながら環境負荷を減らす環境と経済の両立をすすめ、これによつて持統

可能な社会の構集を目指します。

④ 環境保全活動の裾野をひろげます

各主体の白主的な取組が環境まちづくりのポイントになりますが、単独に行われる

だけでは、あまり効果的ではありません。意識をもつた主体が率先して、先駆的な活

動をすすめるなかで、市民の誰もが参加しやすい環環をつくり、環境保全活動の裾野

をひろげます。

⑤ 多様な手法を導入してすすめます

県坑問題は、社会経済全般に関わることからそ従来の排出規制手法だけでは対応が

できません。こうしたことから、規制的手法に加えて、経済的 (誘導的)手法や、環

境教育・学習、情報の提供など様々な施策を、効果的、総合的に組み合わせながらす

すめます。

■各主体の担うべき基本的な役割

私たちがめざすまちの姿の達成に向けて、協働・連携しながら、私たちが担わなければ

ならない基本的な役割を次のとおりとします。

市
●市の公共事葉や事務などにおいて、申売して

環境に配慮した行動に取り組みまi
●市民や草業者、民間団体などと協働・連続しな

瓜ら、地域の実態イこ,よ じた環境保全施策を、計

111的 に推進し蕉す。

●市民や事業者 民間団体などの環境に配慮した
行動への取組を促進するため、環境情報の提供

をはじめ、環境教育・学習の機会や場の提供、

支援制度の整備などを行います。

●周辺白治体や県、日と協力 連挑 しながら、広
域的な取組をすすめます。

事業書
0事業活動と環境との関わりについて下しVヽ認徹
を持って、事業活動にともなう公書の未然防止

や省エネルギーの推進など環境への負荷のl監滅

に努めます。

●環境への負荷が少ない製何口やサービスの提供を

推進します。また、夢せ品 (′ノ廃案段階において適
下に処理されるよう、回収・リサイクルをすす
めます。

●環境保全に取り組むための体制を整え、計画的
に推進します。

●市や県、国が行う環境保全に関する取ン担に参
加・協力します。また、地域の環境保全活動に

参畑・協力します.

市民
●暮らしが環境に悪い影管を与えないよう、環境

には

'慮

した行動を自主的、積極 nりに取り組みま

す 。

●!棄境と霧:ら しとの F・里わりについての理解を深め

るために、環境に関する学習に努めます。

●自治会などのリサイクル活動や緑化運動などに

参加し、地
'支

の環境保全に努めます。

●消費生活を通じて、呉境に自己慮した製品やサー

ビスの提供を受けられるように、事業者や行政
に働きかけ表す ,

●市や県、日が行う環境保全に関する取細に参
加・協力します。

民間団体
●市民や事業者、行政と協働・連携を図りながら、

リサイクル活動や緑化活動など(')環 境保全活萬D

に積極的に取り孫Πみます。

●民間レベルての国際的な環箕保全活動に取り組

みます。

●地球温RFt化問題などに関する情報収集 ,提供に

努めるとともに、市民や事業者の環境保全活重
'1を支:麦 しますす
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づく

私たちがめざすまち ('〉姿を実現するため、次の6つの環境まちづくりの目標を設定

します。

① 豊かな目盤0構・掘■とおぎ亀′拿す

琵琶湖や草野川・姉川 高時,IT・ 余剣 IIな どの「水」、伊吹山素の山力・ 塁山・

まちの笙車を毎欠

② 後 な書をゃ本0憮 をめぎじます

自然が有する浄化能力を超えた負荷や化学物療による汚染などのため、健康が脅

かさかる恐れが室埠て

“

ま`す●妻簾活動機導驚左掻から盛

③もの・な。エネルギーa瑠0負上とめざします

資源や手ネルギ亨鞍太曇幅使う生活をとのまま続けていると、大切な資源がなく

なってしまうだけでなく、整球4駐妥T七爵題やごみ聞題などにより、幕たとの子鋒の

④ 盤 蔭岳として0縦田と暴たすことをうざしなす

淳理藝磐環潤賤武 なたち―八ひと―り とっています。

◇ 拿与0慣性とと殉づくり
=め
ざ与患李       ―

伊吹山系をはじめとした豊かな山 や々阿興塾書r養営湖や癒)||・ 高時)if。 余呉プII

◎ 行Bといapaa拿ちづくりとめざしよす

長浜のまちは、町衆文化の伝統を受け継ぎながら、市

諄づく'すをおぃても、
なつてまちづく

。私たち一人

|:Ⅲ とィ● てf=■■,■ 11■ 11■ |｀ |■ |■ 1■ と

■i!:Ili■ ■■■|■■|■■
=|=|と

|!― | =|■
| ■1オ:=tif

'く

つて―

一一
一・
・
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露 3奪 組暇凛ちづくりの取組

1 良好な自篤霞颯の保全とふれあいの構退

1)自然環境の保全

H組日B
様々な種類の生きものが生育・生息できる自然の生態系を維持・回復することをめざし

ます

方針

森は雨を誉え洪水や千ばつを防ぎ、空気をきれいにし、やすらぎを与えるといつた多面

的な機能を持つています。このため、伊吹山系や竹t島などの森林を保全します。
また、待に生物多様性の高い測辺域や河川、農地といった多様な自然環境の保全、外来

種対策などの取組を通じて、■物多様性の保全に努めます。

書主体のH組の寺え方
市 民 :里山や生物多様性の高い湖辺城の保全活動、生きもの調査などへの参加に努め、
生きものを大切にする心を育みます。また地域の動植物を守り育てます。

事H奢 :生態系に配ナとした事業活動の推進に努めます。また自然の保全活動に協力します。

自然の生態系を守るための維持管理のしくみづくりをすすめます。自然のア上態系

を守る活動について支援・協力します。

岳本歯鷲

① 多様な自然の保全

■施策の方向

森林の保全・回復に努めるとともに、鎮守の社や保存村などの貴重な地域資源の保

全・継ぶに努めますⅢまた生態系や水循環に配慮しながら琵琶湖や河川などの水環境
の保全、同復に努めます。                          、

■具体的な施策

・森林の適正管理などにより、伊吹山系や4冶 生島など樹林地の保全・回復に努めます。
・地域の費重なみどりである保存樹、鎮守の社などの適正な保全・活用を推進します。
・イ可川や池、里山などの身近な自然の保全・活用を推進します。

② 生物の生育・生息空間の保全

■施策の方向

μr,生動植オ勿の保護に夕ヵためるとともに、多様な生物が生育・生息する森林、農地、河

川や琵せ湖などの自然環境の保全に努めます。また自然の生態系に配慮した生育・生

息空開の保全・創出に努めます。

■具体的な施策

・市民との協働により、野生動植物の生育・生息状況に関する̀1周査研究・情報収集を図ります。
・野4L動植物の生虐、・とi育環境である森林、ィΠl川、農地、ヨシ群落、内湖などの保全・

回復を図ります。
・外来種州策については、県と連坊し取り組みます。
・公共施設などでどオ トープづくりをすすめます。
・ニホンザル、イノシン、ニホンジカ、カワウ、ハクビシン等による農林水産被官の

防 Hiに取り組みます。

行 政

2)自 然とのふれあい

監韓目B
豊かな自然がひとの生活に不可欠であることを女Rり 、森林や河川、琵琶湖などの自然に
親しみ、ふれあう市民が増えることをめざします。

方付

豊かな自然のなかで、季節のうつりかわりが感じられ、白然環境の大切さを学ぶことの

できる場所や機会を増やします。

書主体の取aの●え方
市 民 :み どりや土、水などに親しむとともに、自然への理解を深める催しや学習会にか

加します。

事44:自 然への理解を深める催しや学習会に参加・協力し、遊休地や耕作放葉地を活用
して自然とのふれあいの場・機会の確保に努めます十

'

行 政 :自然への理解を深める場や機会を有B出 します。また市民・事業者の活動の支援や
自然に関する知識を有する指導者の活動支援に努めます。

尊

①自然とのふれあいの場の確保

■施策の方向

森林・緑地公園や風致公園などの整備をはじめ、遊休地等の活用など、自然のなか

で市民が憩える場の創出に努めます。

■具体的な施策

・湖岸緑地、河川緑地など自然にふれあえる緑地の整備を進めます。
・石田山公園等の風致公園や森林公園については、散策道など施設の充実を図ります,
・市民農園などの整備・充実を図ります。

②自然とのふれあいの機会の確保

■施策の方向

幅広い世代の市民が、自然に親しみ、学ぶことができるように、自然への理解を深
う′うるためのイベントや観察会などの機会や内容の充実を図ります ,市民や指導者が生
体となった活動のための情報の提供などの支援に努めます。

日具体的な施策
,自然観察会やィ「l)の生物調査など体験型学習機会を充実します。
・林業や農業などの体験を通じて学ぶことができる機会をつくります。
・自然観察指導員、自然公園指導員、活動同体などの活動を支援します。
・市民や事業者などとの協力による里山の整備など、森の中で活動できる機会の提供

に努めます。
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ひと

1)水と土

河川・琵置湖の水質汚濁、地 ド水および上壊の汚染に関する環境基準をすべて達成し、

多様な生きものがすみ、触れてみたくなるような清らかな水と上の確保をめざします。

生きものが生青 ,生息し、子どもたちが水遊びしたくなるような水を取り戻すため、日

常生活や事業活動における排水対策により、河)イ Iや琵琶湖の水質の改善を図ります。また、

安全な農作物や飲料水を確保するため、化学物質の道正管理などにより、上壌・地下水の

汚染を防止します。

犠 箆 塾 圏 囲 田 目 鱗 隠 歯 豫 開 颯 団 朧 幽 的 曲 n臓
…
__… … 、一 ――

市 民 :公共下水道が整備されている地域では早期の接続に努め、まだ整備がされていな
い地域では家庭排水の適正な処理を行います。また、農薬など土壊や水ゐ汚染に
つながる物質の適下な使用や管理に努めます。

事患奢 :事業活動にともなう排水の適正な処理を行います。また、燃料や化学物質などの

道正な使用や管理を徹底します。

行 政 :公共下水道仝の接続を呼びかけるをともに、汚濁を防止するための啓発や指導に
努めます。また周辺都市や県と連携・協力しながら、河川・琵琶湖の水質の保全
に努めます。

口施策の方向

農楽や化学肥料の適正な管理や使用の抑制を促し、健全な物質の循環や生態系維持
て
')役
割を果たしている主嬢乗境の保全を図ります。

■具体的な施策        
｀

・農薬使用の適五化により、農地などからの汚濁負荷の抑制に努めます。
・公園、街路樹などへの農薬の使用を打「侑llします。   _

2)空気と音、光

大気汚染や騒音に る環境基準がすべて達成され、澄み切つた空気や自然の音、季節
の匂いなどが感じられる気持ちのよい空気や光を確保することをめざします。

担 団 ■ ■ ■ 日 ■ 山 口 ■ H■ ■ ■ ‐ 山 田 日 山 幽 的 と ぃ
一
_…

… …

市民や事業者・行政が連携を取りながら、大気汚染、騒音・振動の防止対策を推進しま

す。都市化の進展にともなう電波障害などの発生を抑相lします。

麓 題 回 隠 麗 題 ■ H日 ‐ H‐ 血 由

…

中 中 _小 ―
…

市 民 :環境への負荷ができるだけ少ない交通手段の選択や自動車の適正な使用に努めま
す。悪臭や騒音などが近隣の迷惑とならなぃよう配慮します。

事は今 =環境
への負荷ができるだけ少ない交通手段の選択や自動車の適正な使用に努めま

す。工場や事業所から発生する大気汚染物質や騒音などr)抑制に努めます。

行 取 :公共交通機関の利用促進や、低公害車の普及に努めますと適正な土地利用の誘導
を図り、l入道な生活環境が阻害されないよう配慮します。

①六気の保全

■娘簾0方向
巳動車の使用にともなう大気汚染を低減するために、代替交通手段の整備や低公害
車の利用を促進するとともにゞ自動車の適正使用を促進します。また、工場 。事業所
からの大気汚染物質、悪臭の排出抑制をすすめます。

B具体白与な施策
,公共交通手段の利用促進と低公害車の導入に対する支援を園り、排出ガス対策を進め

ます。
・′F用車への低公害車導入を推進します。
・周辺環境に配慮した道路構造の整備など沿道対策をすすめます。
・自動車交通量の抑制に努めま兆
・悪臭防止に関する普及啓発など悪臭対策を推進します。

①河川・琵琶湖の保全

■施策の方向  ′

公共下水道の整備推進や普及を図るとともに、地域に応じた排水処理対策をすすめ、
市民や事業者に対して水の保全にB′目する指導・啓発に努めます。また自然の持つ浄化
機能を高めるため、森林やヨシ群落などの自然生態系の保全に努めますぅ

■具体的な施策

・森林の適正な管理に努めることで、本質浄rヒ機能の向上を図ります
・専門家の指導のもと、適切なヨシ群落等の保全活動に取り組みます。
・公共下水道への接続率向上と市民の水環境に対する意識啓発を推進します。
・合併処理浄イヒ槽の設置と適正な維持管理を促進します。
・農村下水道施設の適正な維持管理を徹底します。
・住民参加による河川環境保全活動を推進します。
・家庭などからの生活排水を見直すための活動を支援します。

じて、農業排水対策を進めます。
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②騒音 :振動の防止

■施策の方向

自動車の走行にともない発生する騒昔・振動などを低減するために、自動車の適正

使用を促すとともに、低騒音舗装などの道路構造の改善を図ります。事業活動にとも

なうものに対しては、規制、指導などを中心とした対策を推進します。また生活騒音

については、イに人の意識や生活マナーの向上に向けた啓発に努めますΨ

■具体的な施策

・低騒音舗装の導入を推進します。
・自動車の適正使用をすすめます。
・騒旨に係る環境基準を達成群持します。
・騒音・振動の防止意識の高揚を図ります。
・公共事業における低騒音・低振動機器の利用に努めます。

③日照の確保、電波障害、光客対策

■施策の方向

心地のよい風や光などが確保された生活環境を保全するために、適正な土地利用や

建築物の配置を推進します。また不必要な照明などの改善を図り、良好な屋外照明環

境を確l木します ,

■具体的な施策

,宅地開発、中高層建築物建集時に電波障害など周辺への影響に酉己慮するよう指導し

ます。
・受信障害の防止に努めます。
・公共施設の夜問照明などの時間制限や光害に配慮した街灯の設置を促進します.

3)有害化学物質、放射性物質

段E目毎 !I  Ⅲ
健康や安全への不安を感じることなく、安心して暮らせるよう、イヒ学物質等により懸念
される健康被害や生態系への悪影響など、「環境リスク」を低減することをめざします。

捕  I
化学物質等の有害性や環境中の存在に関する情報の収案や提供に努め、適下な使用・管
理を促進します。

今室体の電 0●え́          :
市 民 :化学物質等に対する正しい情報を得るように心がけます。ごみの適正な分別や環

境汚染につながる製品の購人、廃葉に配慮します。

■凛書 :事業活動にともない使用、」卜出するイヒ学物質を道正に管理するとともに、その情

報を提供するよう努めます。

行 政 :有害化■物質等の情報収集・提供に努め、事業者・市民への適正な管理を推進し
ます。

韓

①事業活動にともなう汚染の防止

■施策の方向

事業活動にともなう環境負荷を低減するために、県や回などと協力しながら、法規

制の徹底を図ります。

■具体的な槌策

・化学合成農薬、化学肥料の使用を減らすため、環境こだわり農作物の我培を推進

します。
・ごみ焼却場の冶害物質発生抑制を促進します。
・PRTR制 度などによる化学物質の適正管理を促進します。
・新たな知見や適切な対応策などの情報収集・提供に努めます。

②日常生活にともなう汚業の防止

■施策の方向

洗剤や除革剤、プラスチック製品など身近にある化学物質が、ひとや生態系におよ

ばす影響などにかかる情報を提供し、適正な使用や管理、廃葉を推進します。

■具体的な施策

・有害物質に関する的確な情報を収集・提供します。

・環境中の有害化学物質の濃度を定期的に調査し、公表します。
,野焼き行為などによる汚染物質の排出防止を推進します。

③放射性物質の対応

■施策の方向

本市の近くには原子力発電所が立地するため、原子力災害から市民の安全・安心の

確保を図ります。

■具体的な施策

・県と連携し、原子力事業者の防災業務が適切に講じられているかを確認します。
・放射性物質の情報収集・提供に努めます。
・原子力災害については、長浜市地域防災計画 (第 5章 原子力災害刑策計画)に基づ
き迅速に対応します。

26 27



4)公害の未然防止

取確目観

公行の発生を未然に防止するとともに、発生した場合の汚染を最小限にとどめることを

めざします。

方針

環境の状況を把握し、適切な対策を推進するため、環境監視を継続的に実施するととも

に、その情報提供に努めます。事業所への指導を徹底し、事業活動にともなう公官の防止

を図ります。

各主体の取銀の考え方

市 民 :生活環境の状況、行政や事業者の環境保全への取組に関心を持ち、情報の把擁に
努めます。

亭森■ :資材調達、生産、流通、廃葉の各段階において公害が発生しないように、管理体

制の充実を図るとともに、従業員の意識向上に努めますき

行 政 :弟境の|ノFと状について継統的に把握し、あわせて情報を収集・提供するとともに、
事業活動にともなう公告が発生しないよう指導を徹底します。

競 鏡

■施策の方向

大気、水、騒音・振童IJ、 悪臭、土壌、イヒ学物質など様々な環境の状況を計画的・継

統的に監視します。周辺都市や琵琶湖に関する情報の把握にも努めます。

■具体的な施策

・人気質・水質などの環境監視体制を充実します。
・上場 。事業所における定期的な県境監視を促進します。
・公宮対策や新たな環境事象に関する情報の収集・提供を図ります。

■施策の方向

事業所からの公害を未然に防止し、改善を図るために、関係法令に基づく規制・指

導を徹底するとともに、環境白亡慮行動の実践を促します。

■具体的な施策

・工場 。事業場などに対する公害防止の規制・指導を徹底します。
・味境保全脇定の締結に′kり 、事業者の環境配慮を促進します。

もの。本・エネルギーの■H

1)もの

取Btta
大量生産 ,大量消費・大量廃案型の社会からの脱却を図り、地域全体で資源の有効利用

を図る作乗型の地域づくりをすすめます。

方針 _

市民、事業者、行政が一体となって、3R(ツ デュース・リユース・リサイクル)を基
本にごみの減量化をすすめるとともに、効率的なごみの分別・耳X葉体制づくりに努め、廃

莱物の道正な処理を推進 します( また、有機資源など、地域内で楯環再生利用が可能なも
のについては、可能な限り有効活用を図り、資源の地

'',内

循環を進めます。

書主体oHaの寺え方               ‐
市 民 :も のやサービスの選択、消費行動等、暮らしのあらゆる場面において循環に配慮

した持続可能なライフスタイルの構築を意識することで.も のを大切にする心を

養い、資源を有効利用する方法を考え、実践します。

事工奢 :過系lなサービスの見直しや製品の長寿命化をすすめるとともに、資源の有効利用、

地域内循環に努めます。また事業活動にともなうごみの裁量イヒや適正処足を推進

します。

行 政 :市民、事業者の環境に配慮した製品の販売・購人を促避|します。廃葉物のツサイ
クル・資源化、地域内循環をめざした体制づくりや市民(″ l活動などを支援しますっ

また処理にあたっては、適正な処理の徹底を図ります。

尊

①廃柔物の発生抑制

■施策の方向

ごみの減量化をすすめるために、資源を大り3にする市民・事業者 (フ)意識の高揚を図

り、すぐにごみとなるものや環境によくない影響を与えるもク)の生産ゃ購入抑制を促

します。

■具体的な施策

・市民への意識啓ア発を通じて、省資源型のライフスタイルの音及を促します。

・学校における環境教育や地域における学習会を通じて、省
イ資1源についての意識を啓発しヨこす。

・事業者の過来J包装の自粛や環境配慮商品の提供などの取組を促します。
・ごみの減量イヒに向けた市民の活動を支援します。
・事業者が廃棄物発生量の抑制に対けた自キ的な行動を進めるように、取組を促します。
・生ごみのl成少に向け、 3つのキリ (使いキリ、食ベキリ、水キリ)を推進します。
・滋賀県におけるレジ袋肖J減の日又組に関する協定を推進します。

②リサイクルの推進                          ツ

■施策の方向

}サ イクルをすすめるために、市民や事業者の自主的な活動を支援するとともに、

リサイクルに必要な体制やしくみづくり、分別の徹底などを推進します。また再利用

品や再生利用品に関する情報提供を行い、その利用を促します。

■具体的な施策

・家庭などから発生する生ごみのたい肥化を推進します。
・再生資源 (建設副産物など)の再利用を推進します。
・ごみ分別収集を徹底します。
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・市民のグリーン購入を促します。
・グリーン購人をすすめる事業者を支援します。
・家電製品の円滑なツサイクル体制の整備を促進します。
・行政と環境推進員の連携による地域での取組の活性化を図ります。
・フリーマーケットのF牙ヨ催や不用品情報の収集・提供などリユースにつながる活動を

推進します。
・資源 lll収国休等への支援をすすめます。
,市内の未利用有機資源の利活用を促進します。
・バイオマスを活用した市内産業の育成を図りますと
,ごみに関する出前講サ■の開催や広報誌による情報発信など周知を図ります

`

2)水循環

職観目a
一度利用した水の利用や雨水の利用と地下浸透を進めます。

方針

水資源を有効に利用するために、節水に対する意識を推進するとともに、雨水の利用や

地下浸透などの未利用水の利用や活用に努めます。

書
=体
の聴 0こえ方

市 民 :節水や一度利用した水の利用に努めるとともに、雨水利用や雨水の地下浸透に努
めます。

事a■ :節本を促進するとともに、雨水の地下浸透・一度利用した水の利用に努めます。

行 政 :公共施設における節水や雨水の利用、地ド浸透を推進します。また、事業者や市
民の水の循民利用を促進します。

韓 黛

①節水・未利用水の利用

■施策の方向

節水や水の再利用などが定着した生活様式、事業活動の普及のため、市民、事業者
への意識啓発に努めます。節水などに関わる技術やシステムの情報収集・提供に努め

るとともに、公共施設などへの導入をすすめます。

■具体的な施策

・水を人切にするライフスタイル・事業活動を普及啓発します。

・公共施設における ll水利用施設の整備を図ります。
・雨水利用を促進します,

②水循環の促進

■施策の方向

森林や農地を保全することにより水源かん養機能を維持するとともに、水源の魚担

を軽減するため、工業用水の循崇利用を促進するなどの取社を進めます。また、市民、

事業者への意識啓発や道路や公共施設などの整備での雨水を地下に浸透 しやすくする

授透ますや透水性舗装などの導入1こより水の循環を促進します。

■具体的な施策

・水源かん養機能を持つ森林や農地などの保全を推進します。
・下場などでの水の循棗利用を促進します。
・道路や歩道、駐車場など舗装の透水性イヒを推進します。
・公共施設や民間施設、住宅などへの渡透側渡 。ますの設霊を促進します。

3)エネルギー

敵饂日

`省エネルギーや再生可能エネルギーの活用をすすめ、エネルギー消費量を減らすことを
めざします。

方研

日常生活や事業活動における省エネルギーの取組を一層促進します。また自然エネルギ
ーなどの再生可能エネルギーの利用促進を図ります。

書立体のMの 守え方
市 民 :節電や省エネ機器の選択などの取組を通じて、省エネルギー化に努めます。住宅

の新条・改築などにあたつては省エネ型の建物となるよう西己慮するとともに、再

生可能エネルギーの活用に努めます。

事凛奢 :作業工程の見直しや省エネ機器の選択により省エネルギーに努めます。建物の新
築・改築などにあたつては省エネ型の建物となるよう配慮するとともに、再生可

能エネルギーの活用に努めます。

行 政 :事務事業にともなうエネルギー消費量の削減に努めるとともに、再生可能エネル
ギーなどの導入をすすめますでまた市民や事業者への意識啓美や支援に努めます。

― 麟

①省エネルギーの推進

■施策の方向

長浜市全域の省エネルギー子生進に向けて計画的に取組を進めるとともに、省エネ型
の生活様式・事業様式の普及を図ります。また、公共施設における省エネルギー対策
を推進します。

■具体的な施策

・市城全体の省エネルギー化に向けた計画を立案し、各種取組を推進します。
・公共施設の省エネルギー化を推進します。
・省エネルギー住宅の普及に向けた各種支援を実施します。

②再生可能エネルギーの利用促進

■施策の方向

再生可能エネルギーの利用を促進するために、情報提供や助成制度の充実を図ると

ともに、公共施設への導入をすすめます。

■具体的な施策

・長浜市再生可能エネルギー和活用方策に基づき、声入を図ります。
・太陽光・風力・ハイオマスなど再生可能エネルギーの日Fl又 に向けた各種支援を実施します。
・公共施設における再生可能エネルギー♂)活用を推進します。
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4 地球瑕H保全への■は

1)地球環境問題への理解・協力

取銀目a
地球環境問題に対する取組の必ラス●性について一人ひとりが認識し、地球環境保全に向け

て協働することめざします。

方針

地球的女見模で起こつている棗兵問題のFうと状やその動向について関心を持つとともに、日

常生活や事業活動において地球環筑保全に取り組みます。

各主体のHaの 守え方
市 民 :地球的規模の環境問題に関心を持ち、日常生活がおよばしている影響についての

学習や情報を得る機会に参加し、身近なところから地球環境保全に取り組みますざ

事祟● :事業活動が地球環境問題におよばしている影響について、従業員一人ひとりが意

識するとともに、地球環境保全を目的とした各種取組に参加・協力します。

行 政 :地球味勇問題に関する情報の収集・提供に努め、市民・事業者の意識啓発を促進
します。また姉妹都市などとの交流を通じて地球環境保全に貢献し、市民や事業

者の日際的な活動や交流を支援します,                
―

離 麟

①地球環境問題の普及・啓発

■施策の方向

地球環境ドロ弓題に関する情報の収集を促進するとともに、様々な機会を通じてわかり

やすく普及・啓発するkう 努めます。

■具体的な施策

・地球環境問題に関する情報の収集・提供を図ります。
・地域や学校などでの地球環境問題に関する理解を深めます。

②国際協力の推進

■施策の方向

姉妹都市との交流を一層促進するとともに、市民や事業者などの国際交流に関する

活動に協力・支援します。

■具体的な施策

・国際賀流関係団体を支援します。
・姉妹都市との環境面での交流を深め、相互理解をすすめます。

2)環境へ0負荷低減

廠

“

目

“
市民、事業者、行政が環境に配慮した行動に取り組み、市域における活動によつて排出

される二酸化炭素の削減など、環境負荷の低減をめざします。

対

市民、事業者、市がそれぞれの活動において、資源の循環利用やエネルギーの有効利用

などを進じた低炭素社会の構築に向けた取組を進めるとともに、フロン類および代誉フロ

ンなど¢使用廃 にや回収の促進などに取り組みます。

各宝停04停のとえ方
市 民 :ラ イフスタイルを見直し、省資源や省エネルギーなど環境に配慮した行動に努め
ます。

事4● :省資源や省エネルギーなど環境に酉己慮した事業活甍0をすすめるとともに、環境ヘ
の負荷の少ない製品・サービスの提供に努めます。

行 政 :排出量などの地球温暖化などに関する情報収集・提供に努めるとともに、市民や
事業者の取り組みに対し文披します。

菊

①地球乱暖化対策の推進

■施策の方向

上室効果ガス排出削減日標に基づいて、省エネルギー対策や再生可能エネルギーの

導入を促進し、化石燃料などの消費にとくぅなう二酸化炭素り1出量などの削減を促進し

ます。また、温室効果ガスの吸収源対策を進めます。

■具体的な施策

・温室効果ガスの排出実態の継続的な把握に努めますし
・自動車の道正使用の′白・ 発に努めます。
・温室効果ガスの排出削減に向けて、地球温暖化対策実行計画 (区域施策編)の推進、禄

イヒの推進、住宅など建築物の省エネルギー化に取り組みます。
・温室効果ガスの排出肖」減tこ向けて、市民のライクスタイルの見直し、事業活動にお

Iする環境配慮の推進に取り組みます。
・公用車への低公害車の導入を促進します。
・森林を適正に管理することにより、森林吸収源対策を進めます。
・自動車交通量を抑制するため、公共交通機関の利用を推進 します。
・次世代自動車の導入に対する支援を行います。
・不L用 しやすいレンタサイクルの整備を進めます。

②オゾン層保護対策の推進

■施策の方向

オゾン層破壊などの原因となるラロンガスなどの排出の抑羊1に努めます

■具体的な施策

・フロンガスなどの回収・適正処理を促進します。
・フロン類を使用した製品の道正な廃棄の′rk発に努めます。
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S よちの個性と魅力の日出

1)水辺とみどり

取籠目瞬

一人当たりの都市公体l日 積約 13ドを維持するとともに、水とみどりのネットワークをつ

くり、やすらぎと潤いにあふれたまちをめざしますぅ

方針  ヽ

市街地内において、市民が憩うことができ、また災害時の避難地となる公園、生物の生

育・t息空間となる緑地や規水空間の整備をすすめるとともに、住宅地や公共施設などの
緑化に努め、うるおいのあるまちをつくります。また班存の水辺やみどりをつなぐ新たな

みどりを増やすことにより、生きものがすみやすい環境を倉」出します。

害主体のHaの守え方
市 民 :家庭でのみどりづくりに努めます。また地域での線化活動などに積極的に参加し
ます。

事業書 :事業所内の緑地のイIE保や、緑イヒを推進します。また地域での緑イヒ活動などに積極
的に参加・協力します。

行 政 :公共施設の緑化や誰モ)が身近に親しめる公園・緑地、親水空間の整備をすすめま
す。また地域の子永化活動を支援します。

基本歯策

②親水空間の創出

■施策の方向

4態系に配慮しながら、湖岸や姉)、 高時川、余呉川、長浜新川などの親水空関の
整備や禄化に努めます。

■具体的な施策

・
「t()が親しめる水とふれあ

い空間の整備をすすめます。
,湧水や池などを生かし、小空間のあるまちづくりを推進しますぃ
・自然素材を利用した多自然型川づくりを推進します。

2)歴史と文化

取担目B
歴史や文化を継承し活用するとともに、すべての地域で新しい長浜文化が育まれること

をめざします。

方針

歴史的・文化的遺産や、まつりや行事など、地域特有の伝統文化を保存・継承するとと

もに、それらを生かした市民主体の新たなまちづくりを推進します。

各主律の‖ 傭 え方

市 民 :地域の歴史や文化に関心を持ち、その保存・継承に努めます。また、それらを生
かしたまちづくりなどに積極的に参加します。

事H書 :地域の歴史や文化に関心を持ち、それらの保存と継承に参加・協力します。また
地域のまちづくりの活動に積極的に参加・協力します。

行 政 〔歴史遺産や伝統文化の保存と継承に努めます。また地域のまちづくりの活動を支
援します。

岳頼

①歴史・文化遺産の保存・活用

■施策の方向

地域の歴史・文化遺産を伝えていくために、それらをl呆存・継承するとともiこ、郷

土文化に関する学習機会の確保や後継者の育成などに努めます。

■具体的な施策

・大通寺や伝統的建造物などの歴史資源の保存・活用を図ります。
・曳山まつりなどの伝統的なまつりや行事の保存・伝承・活用を図ります。
・地域の歴史文イとを学ぶ機会・場の確保 tこ努めます。
・伝統的なまつりや行事の振興を図ります。

②市民文化活動の推進

■施策の方向

市民が主体となった地域の伝統的な文化を生かしたまちづくり活動などを支援しま

す。

■具体的な施策

・地域の歴史文化を生かしたまちづくり活動を促進します。
・市民主体の文化活動などを促進します。

①公園・緑地の整備

■施策の方向

居住空間のゆとりや防災 LZ、要な公四・緑地の確保をすすめるとともに、市民と協

力しながら、地域の特性に応じた公園・紋地の整備や沿道、施設などの緑化を推進し

lkす。

■具体的な施策

・長浜市みどりの基本計暉fに 基づき公四・緑地の整備をすすめます。
・条l′ノlの制定や緑化推進重点地区の選定などを通じて、熱地の保全、緑化の推進を図ります。
・地域資源を生かした特色ある公園を整備します。
・鎮守の杜や社寺など民有緑地の保全・活用を推進します。

・市民が憩える広場やポケットパークを整備します。
・道略や河川、公共施設などの緑化を推進します。
・家庭や地域での緑化を支援します。

・市民による主体的なみどりづくりが行われる仕組を整備しますィ

・地域住民と連携しながら、公園・緑地などの維持管理を図ります。

・民間宅地開発における緑化推進を指導します。
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3)ま ちなみ景観

取観目a
伊口人山系の山々とそれらを源とする河川、田因、琵琶湖などの自然風景、独自の歴史文

化に育―kれてきた k`ちなみ景観に一層磨きをかけることを目指しますで

方針

豊かな自然や歴史文化が形づくる美しい景観を貴重な資産として認識し、魅力と活力が

より高まる景観となるよう、長浜の歴史、風上、個性を活かし、くらしと調和した長浜ら

しさあふれる景観を育くみ、次世代へ継承していきます。

各主体の取儡の■え方

市 民 :一人ひとりが景観づくりの主体であることを認識し、くらしに身近な地域社会の
中で、自主中かつ積極的な景観づくりや美化1舌動にμり組みます。

事業者 :白 らの活動が地域の景観に大きな影響を与えるものであることを認識し、白主的

かつ積極的に地域の景観づくりや美化
`西

動に取り組みます。

行 取 :景租づくりの先導的な役害1を果たすとともに、地域ごとの特性を活かしつつ取組
を推進するため、市民主体の景観づくりや美化活動を支と麦します。

競 麟

なみ景観の形成

■施策の方向

長浜市らしい良好な景観の保全に努めるため、市民・事業者・行政の協働による景

観まちづくりを推進します。

■具体的な施策

・景級まちづくり計画に基づき、景観形成に向けた各種施策を総合的に推進します。
・黄観形成重点区域の拡大などを通じて、良好な景観の保全を推進します。
・ながはま百景の選定や景観アドハイザーの派遣などの活動を通じて、市民の景観形成
への意識啓発を図ります.
・景観と調和する屋外広告物の仕組みづくりにJ又 り組みます。

②地域美化の推進

■施策の方向

ごみの散舌L防止や不法投葉に関する啓発を徹底するとともに、地域での清掃活動な

どの支援をすすめます。また、路上喫煙の禁止等生活環境におけるマナーの向上を図

ります。

■具体的な施策

・ごみの不法投乗やポイ捨ての防止・啓発に努めます。
・イヽ法投乗監視体制の充実・強化を図ります。
・不法投薬されにくい環境づくりに努めます。             |
地域での美化活動を支援します。
・さわやかで清潔なまちづくり条例に基づき、生活環境全般におけるマナー向上に取

り率Hみ ます。

4)生活空間

取a口饂

「性もが気軽に安全に移動できる生活空間をめざします。

方針

子どとや高齢者、しょうがいのある人など、.tも が供適、安全に生活できる交通県境や

施設崇兵の整備を促進します。また、市民下人ひとりが意識の高揚を図り、歩行空間から

障害物をなくしていきます。

書圭伸OH日の守え方
市 民 :放置白転車などのない快適な歩行者空間の確 l呆に努めます。また自動車の利用は

できるだけ控え、公共交通機関や自転車などを積極的にオJ用 します。

事凛書 :通勤や事業にともなう自動車の利用はできるだけ控えます。また市民が利用する

施設などについてはバリアフリー化 。ユニバーサルデザイン化を推進します.

行 政 :安全に利用できる歩行者・自転車道路などの空間づくりをすすめ、利便性の高い
公共交近機関の充実に努めます。また通勤や事業にともなう自動車の利用はでき

るだけ控えます。

1理     |                       .               :

①交通環境のパリアフリー化の推進

■施策の方向

歩道の段差の解消や障害物 t′ 撤去などの推進を図り、安全な歩行空間をつくります。

またバスや鉄道など公共交通機関のパリアフリー化・ユニバーサルデザイン化を関係

機関に働きかけます。

■具体的な施策
,低末バスの導入や駅施設へのエレベータの設置など公共交葉言機関のバツアクリー化・

ユニパーサルデザインイヒをすすめます。
・遷路・歩道への放置白転車や屋外広告物、商品など障害となるものの規制、指導を推

進します。
・歩道の設置・拡幅や段差の解消など安全な歩行空間づくりをすすめます。
,安心して歩け、走れる歩道や自転車道を整備します。

②公共施設などのバリアフリー化の推進

■施策の方向

多くの市民が利用する公共施設のハリアフリー化・ユニバーサルデザインイヒを促進

するとともに、スーパーなどの民間施設についても改善や警捕を要望し、支援してい

きます。

■具体的な施策

・メロープの設置や案内表示7,充実など、公共施設のバリアフリー化・ユニバーサル

デザイン化を推進します。           
｀

・民間施設におけるバリアフリー化・ユニバーサルデザインイとを誘導しますt
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第4攣 行耐と違協による瑕観患ちづくりの構造 甚本構黛

今日の環境問題は、一人ひとりの生活や事業者の行動に原因があり、すべての主体が取り組ん

でいくべき課題です.環貨まちン)く りをすすめていくために、まず一人ひとりが環境に関心を持

ち、自分の生活やイL事 との関わりを認識して、身近なところから行動していくことが求められて

います。そして、この認識と取組を地域の総意へと高めて、子どもからお年寄りまでの世代間、

市民と事業者と行政の間、地域間など様々なひとと地域のパー トナーシップですすめる環境まち

づくり行ほ方を育てる収組を展開しま,。

呵)環境教育・学習

取観目B
家にや地域、学校、職場など様々な場所での環境教育・学習の充実をめざします。すべ

ての学校において、地域資源を活用した体験学習を実施することをめざします。

方針

子どもたちの年齢に応じて、身近な環境から地球県境までの幅広い環境教育をすすめま

す。また市民一人ひとりが環境へのユ■鮮と認識を深め、環境に配慮した暮らしを実践して
いくために、家庭や地域、職場など様々な機会を通じた環境教育・学習をすすめます。

各主体の取領o寺え方
市 民 :講習会や観察会に積極的に参加するなど、自主的に環境を学習します。また地域
や学校などとの交流の場に積極的に参加し、自然や歴史・文イとなど豊かな地域資

源を子どもたちに伝えます。

事H奢 :従業員への味境教育をすすめ、意識の啓発に努めます。地域や学校が取り組む環
境学習や活動への参加・協力に努めます。

行 政 :環境について理解を深める機会を増やします。また活動の輸をひろげる人材を育
成するとともに、活動の場・機会の整備・提供に努めます。

①学校での環境教育の充実

■施策の方向

子どもたちが自然環境や歴史、ひとなど個性のある地域資源に学ぶ機会を積極的に

設けるとともに、施設や教材を充実します。

■具体的な施策

〇地域資源を生かした環境学習の推進
・地域資源を生かした生活体験・自然体験学習をすすめます。
・地域の環境状態などを知る学習機会を充実します。
・地域での異世代交流をすすめます。

○環境教育体制の整備
・環境に関する教員研修の充実や環境教育を推進する地域の指導者を育成します
。水生生物少年少女調査隊など子どもが中心となった環境活動を推進します。

O学校の施設整備
・省エネルギー型学校施設の整備や省エネ機器の導入などをすすめます。
・生ごみのたい肥化など学校のゼロエミッション化をすすめます。
・ビオトープ (動植物の生息空間)づ くりをすすめます。

②家庭や地域、職場での環境学習の充実

■施策の方向

環境について理解を深めるための学習機会や場を設けます。また地域資源の保全や
人材育成に努め、地域の個性を学ぶ環境学習を推進します。

■具体的な施策

○環境学習の機会・場の提供
・環境に関する催しやセミナーを開催します。
・自然環境学習の機会を充実します。
・事業所などの施設開放や見学会など素境学習の機会づくりを支援します。

○環境学習体制の整備

・環境活動に関するアドバイザーやリーダーなどを育成します。
・環境に関する情報の収集・提供に努めます。
・地域や職場での環境に関する講座の開催などを支援します。
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2)環境まちづくり

Hatta
市民、事業者、行政がそれぞれの立参で、自主的・積極的に環境に配慮した行動に取り

組み、さらに協働・連携した環境まちづくりに取り組むことをめざします。

方針

すべての主体が環筑に配慮した行動を起こし、継続して取り組めるしくみや体侑Jを整え

ます。さらに各主体の活動をつなぎ、対等な立場でのパートナーシップを構築します。

各虫体のHaO守二方
市 民 :白 らの行動を振り返り、改善をしながら、率先して環境活動に取り組みます。地
域や事業者、行政などの取組に関心を持つとともに、積極的に参加・協力します。

事4■ :従業員の意識啓発に努めるとともに、率先して環境活動に取り組みます。市民や
行政などの取組に関心を持つとともに、積極的に参加・協力します。

行 取 :職員の意識啓先に努めるとともに、率先して環境活動に取り組みます。市民や事
業者などの活動を支援するとともに、交流や協働・連携を図るしくみづくりを支

援します。

岳本歯筆

■施策の方向

市民が環境に与えている影響を認識し、家庭や地域で日標を持つて取り組めるよう

なしくみづくりをすすめます。また多くのひとが残境活動に参加できるよう機会や情

報の提供に努めるとともに、市民や地域などの活動支援や人材育成に努めます。

■具体的な施策

O家庭や地域での環境マネジメントの推進
・環境家計簿を普及促進します.

・エコアクションポイントの活用による省エネ行動を普及促進しますゥ

Oリ ーダーや活動グル‐プの育成
。棗境保全活動や環境教育を推進するひとやグループなどを育成・支援します。

・市民が主体となつた計画づくりや実践活動を支援します
・環境活動団体の組織化や連携強化を支援します。

○活動などへの参加機会の提供
・講演やシンポジウムなどを開催します。                 _
・環長に関する作文やポスターなどを募集します。

③市の取組の推進

■施策の方向

礁役所も消費者、事業者として事務事業における環境負荷の低減に組織的 ,日 常的

に率先して取り組みます。

■具体的な施策

O市役所の率先的な取組の推進
・長浜市地球温暖化対策実行計画 (事務事業ィ馬)の推進、数値指標による管理および
公表を行います。
・事務事業における環境配慮活動や庁内における体制整備に取り組みます。

④パー トナーシップの構築

■施策の方向

それぞれの主体が様々な活戦を通して交流を深め、対等な立場で連携 し、ともに取

り紅んでいくことのできる機会・しくみづくりを支援しますt

■具体的な施策

○様々な活動をつなぐ機会や情報の提供など
・市民・事業者・行政などがか画した協議会の設置運営支援を行います ,

・各種団体への活動支援、情報の収集・提供を行います。
,各種環境関連イベントの開催など情報交換の場を設けます。
・新たな活動団体の育成を図ります。

Oパー トナーシップ型の事業の推進
・身近な棗境づくりに取り組むグランドワークを支援します。
・市民や事業者などとともに環境に関わる計画づくりや事業を推進します。

②事業者の取組の促進

■拒策の方向

事業者が事業活動による環兵魚荷を認識し、明確な目標を定めて活動するよう環境
マネジメントを推進します。また環境ビジネスなどの情報提供や支援に努めるととも

に、地域や学校などが取り組む環境学習・活動への参加・協力を促進します。

口具体的な施策

○環境マネジメントの推進
・I罰 14001等 各種環境マネジメントシステムの認証取得を支援します。

・事業者自らによる環境酉こ慮の取組を促進します。

○環境ビジネスの振興
・県境ビジネスに関する情報の収集・提供を行います。

○地域活動への参加の促進

・地域の清掃活動など地域活動への参加・協力を促進します。

・新たな顕彰制度を検討します。
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3)環境情報の提供・整備

犠 題 題 瞳 閣 障 協 議 聰 閣 鶴 観 霞 凸 目 出 出 懺 田 田 踏 出 出 臨 鯛 餡 四 蘭 強 的 ぃ 鮨 韓 Hゅ 導
―
_

誰もが環境まちづくりに取り縦むための情報を気軽に得られ、自主的な環境活動が展開
できるよう整備することをめざじます。

一 一

身近な環境の状況や地球環境開題などに関する情報を収集・整備するとともに、それら
の情報を様々な手段を利用して、ひろく発信します。

ヽ 一

市 民 :環メЯに関する情報に関心を持ちヽ理解を深め行動するように努めます。また行政
などが行う情報収集に協力します。

事とと :環境に関する情報に関心を持ち、理解を深め行動するように努めます。また、市
民に対して、事業活動に関する情報を提供するとともに、行政などが行う情報収

集に協力します。

行 政 :市域の環境の状況を継続して把握します。また市民や事業者が知りたい情報を入
手できるように、情報の収集・提供に努めます。

②環境情報の提供

■施策あ方向

′様々な世代や活動主体など、それぞれのニーズに応じた葉支情報を適切な媒体を通

して提供します。

■具体的な施策

O利用者ニーズに応じた情報の提供
。ノくンフレットや冊子など啓発資材を提供します。
・広報ながはまやインターネット、民間施設などを利用して情報を提供します。
・環境関連の図書や教育資料を充実します。

①環境情報の収集

■施禁の方向

環境の状況を継続的に調査するとともに、国や県の動向や地球環境問題などに関す
る情報を収集します。また市民や事業者、民間団体などの環境情報の収集に努めます。

■具体的な飽策

O参様な環境B母連情報の収集
・環境の現状、た策の推進状況などに関する情報を収集・提供します。

O市民などの環境まちづくりに関する情報の収集・提供
・市民や事業者などの環舞活動に関する情報を収集・提供します。
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薦5■ ■点協確

重点施策では、第 3・ 4章で力くした各施策の中から、今後、特に重点的に取り組むもの

を示します。

1,推違学

“

l性組みづくり

今後取組を進めるための基礎となる推進体制の整備や具体的なアクショングランの作成

などに取り組むことで、計画の策定から推進に向けたスムーズな移行を図ります。また、

市全域に取組を広げるため、 F共月連団体の育成にも早期に取り組みます。

1)推進体制づくり

計画策定後、長浜市環境基本計画の推進主体となる協議会の立ち上げを行います.

各主体や団体間のネントワ~ク づくりを行うことで、環境基本計画の取組の波及を

図ります。また、現在活動している環境関連団体や新たな団体に対する支援の充実な

ど、民間団体の育成を進めます。

取韻内喜

■ 市民・事業者・行政などが参画した、協議会の設置、運営支援

■ 各種団体の活動支援、情報の収集・提供の実施

■ 新たな活動団体の育成 など

2)行政の仕組づくり

行政内部における効果的な計画の推進を図るため、庁内関係各課に推進員を配置し

ます。また、アクションプランを策定し、これに基づいて具体的な取組を進めるとと

くぅに、数値指標による取組実績の管理、年次報告書による取組結果の公表などを通じ

て、確実な進キンJテを図ります。

取饂内害

■ 庁内関係各課に推進員を配置

■ アクシヨンプランの策定、数値指標による管理、年次報告書による公表 など

2)地球ヨ嘔化対策推違

現状において対策が立ち遅れている地球温暖化問題については、平成 23年 3月 に策定

した長浜市地球温暖化対策実行計画 (区域施策編)に基づき、市民、事業者、市の各主体

がそれぞれの役割に応じた取組を推進し、漏室効果ガスの削減に努めます。

¬)行動の推進

地球温暖化対策実行計画 (区城施策編)に基づき、市民・事業者・行政それぞれの

役割に応じた事業等の推進を図ります。また、情報提供や棗境配慮行動の普及を通じ

て行動の実践を促します。

取饂内喜

■ 長浜市地球温暖化対策実行計画 (区域施策編)の推進

田 市民・事業者に向けた各種地球温暖化関連情報の提供

ロ エコアクションポイントや環境家計簿の普及など市民への

環境配慮行動の普及

■ 森林吸収源対策として、間伐など森林整備の推進 など

2)支援の充実

地球温暖化対策に関する各種支援を行い、実質的な温宅効果ガスの排出削減を図り

ます。

取舘内専

■ 省エネルギー住宅の普及に向けた各種支援の実施

■ 太陽光・風力・パイオマスなどの再生可能エネルギー普及に向けた

各種支援の実施 など

3)行政の率先的な取組の推進

市をひとつの事業所と見なすと、市施設や事務事業に伴つて排出される温室効果ガ

スの量は、大規模事業所に匹敵すると予想されます。また、市民事業者の参画を得る

ためには、市が率九して削減に取り組む姿勢が重要です。このため、市は、事務事業

に伴つて発生する温室効果ガスの」件出削減を目的とした地球温暖化対策実行計画(学

務事業編)に基づき、温宝効果ガスの削減に努めます。

取

“

内害

田 市の事務事業における地球温暖化対策実行計画(事務事業編)の推進など
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3 宙H型社会形成構逸

循棗型社会の形成に向けた取組を進めるため、 一人ひとりの資源に対する意識を変える

と同時に、資源の循環に向けた体制や仕組づくりを行います。また、F児状において 十分活

用がなされていないバイオマスの利活用を図ります。

¬)「もつたいない」の意識の普及

現在の大量消費・大量廃乗型のライアスタイルの見直しを図るためには、一人ひと

りの意識を変えていく必要があります。このため、学校や地域・家庭での桑境教育や

意識月r争発を通じて、「もつたいない」の意識の普及を図ります。

取個内喜

■ 学校における環境教育や地域における資源についての環境学習会の実施

■ マイバック等の普及による使い捨て意識の見直し など

2)3Rの 推進

増加傾向にあるごみ発/+量 の削減および資源の有効利用を進めるため、3R(ごみ
減量化 。再利用・再生利用)の促進に向けた仕艇や体制の整備などに取り組み、循環

型社会づくりを推進します。

取観内害

■ ごみに関する出前講座の開催や広報詰による情報発信の実施
■ フリーマーケットや不用品交換情報の活用によるリユースの推進
■ 分別の徹底などリサイクルの推進

■ 行政と環境推進員の連携による地域での取組の活性化 など

3)バイオマスの利活用推進

問伐材や廃食油などの未利用有機資源について、マテリアルやエネルギーとして計

画的に有効活用するとともに、ハイオマスの利活用による産業・市民活動の活性化に

向けた支援を行います。

取担内害

日 間伐材や廃食油など未利用有機資源の利活用支援

■ ″ミィォマスを活用した市内産業の育成 など

141)自無HEの保全・活用

長浜市の多様な自然環境は、地域で生活する人々や生物にとつて久くことのできないも

のです。この環境を次の世代へ引き継ぐため、継続的に保全活動を進めるとともにこれら

の環境と触れ合う機会の創出により、自然を大切にする人々の心を育みます。

1)生物多様性の向上

生物多様性の向上を図るため、荒廃などによつて失われつつある、農地や里山など

二次的自然環境の保全などに取り組みます。

H饂内専

田 市民や事業者などとの協力による里山の維持管理の推進

田 農業農村整備事業を通した農地の生物生息環境の保全

■ 地域における多様な主体が有機的に連携し、貴重種保護・外来種対策などの

生物多様性の保全を目的とする地域連携保全活動計画の研究・検討 など

2)自 然環境の活用

市民が身近な典境とふれあうことができる機会を増やすため、身近な親水空間の整

備や緑地の保全、緑化の推進などを通じて、自然とふれあえる場づくりを行います。

また、これらを活用した自然観察会や体験イベントなどの開催を通じて、市民の自然

や身近な環境に対する愛着を深めます。

取饂内喜

■ 身近な親水空間の整備

■ 条例の制定や緑化推進重点地区の選定による緑地の保全・緑化の推進

■ 身近な自然を活用した、自然観察会や体験学習など各種イベントの開催 など
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第6奪 研■の構追方錬

■)針口雄追の奪え方

1)推進体制の枠組

本計画の推進にあたっては、市民、事業者、市および民間団体等による協働のもと、

取組を進める必要があります。このため、下図に示す枠組で推進体制を整備し、各主

体が互いに連携しながら本計画の効果的な推進を図ります。

市 外

報告

目・颯

譴 .轟 `意見

近臓自治体

参画 提案・意見 関係機関

推進体制の枠組

2)各種主体の役割

■環境審議会

環覧審議会は、市民・事業者、学識経験者などで構成され、環境の現状や環境施策

の進キ′ナ状況などを構成かつ専門的な立場から審議し、市民意見などを踏まえながら、

必要に応じてより効果的な施策を検討し、意見を述べる役割を果たします。

■(仮)庁内推進会議

(仮 )庁内推進会議は、庁内の関係部局から積断的に構成され、環境審議会や (仮 )長

浜エコネントワ~ク協議会からの意見 '提案を,沓まえ、環境施策の推進、進行管理、

計画の見直しなどを進めるとともに、各担当課の取組を促進していく役割を果たしま

す。また、必要に応じ、重点プロジェクトに設定されている事項などについて、主担

当課を中心としたプロジュクトテームを設置し、具体的な取組を推進します。

■(仮)長浜エコネットワーク協議会

(仮 )長浜エコネットワーク協議会は、市民 。事業者・市・民間団体などから構成さ

れ、環境保全に向けた実践的な取組の企画 。実施 (普及啓発イベントの開催等)や各

主体間、団体間の連携・情報共有の場となります。そして、協議会は、市民に広く環

境情報の発信を図るとともに、主体的な活動の輪を広げていく役割を担っていきます。

■広域的な連携体制

河川や琵せ湖、山地などの自然環境の保全や公共交通対策など、周辺都市と共通す

る課題に対応していくために、近隣都市や県、国などと連携しながら、広域的な視点

で取り組みます。

情報提供

l領)庁内推注会議

(庁内関係部局)

長 浜 市

事務局 :環境保全課

lttl長浜エヨネットワーク協増会
。実践白もな取組の企画・実施
。各主体間の連絡。1雷報共有

長 浜 市
環罐喜譲会

民間団体等事凛奢市 民
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催建体日

1)進行管理の基本的な考え方

本計画に示した施策の実効性を確

保するため、進行管理は重要な位置づ

けにあります。このため、計画の進行

状況を把握・管理し、これらの状況を

広く市民に公表するとともに、効果を

客観的に評価し、改善点を見出して速

やかな処置を語じていく必要があり

ます。

このことを踏まえ、本計画の進行は、

右図に示す環境管理システムの基本

的なサイクル (PDCA)に のっとらた形

で管理していくこととします。

2)計画の進捗状況の把握と公表

上記のPDCAサイクルに基づき、

計画の進行状況を把握・管理し

これらの状況を広く市民に公表

するとともに、効果を客観的に   :
評価し改善点を見出して速やか

な処置を講じていきます。

また、調 合́ヽした結果は、年次  計
報告書としてとりまとめ、環境  画
審議会に報告するとともに市民  の
へ公表します。環境審議会では  督
報告された内容を検証して、次  間
年度以降の活動計 [由Jの見直しや

環境基本計画そのものの見直し

に活用します。

♂ ヽ

方針・ 目標設定

′′
“
′′

(P)

■計画0進捗状況の把握 (環境指数)について

計画の進|:′夕状況は、今施策の進行状況管理を行うとともに、基本目標の達成度評価

のために設定する環境指数によつて評価します。環境指標は、以下に示すとおりです。

く豊かな目無の

“

持・回aをめざします》

く健全な空気や本の確保をめざしよす》

見直 し 実  践

″ひど,(,ヵ 力

Ｄ

ノペ
(A)

1

年
間
の
取
組

点 検

と力(,`:I

(C)

進行管理の基本的な考え方

推進体制の整廃

実施計画の企画

↓

実DE計画に基づく実践

(各主体 )

↓

年次報告書のとりまとめ

狽年!夏以降の取組へ反映

↓
5年を目処に
基本計画の点検

↓

長浜市環境基本計画

の見直し

計
画
見
直
し

時
の
取
組

100か所

I算日方を等】1長浜市住みよい緑のまちづくりの会Jが指定する保存耕の合計

協議中

【算出方法等】農林業センナス調査結果

1.600人

I算出方法等】河川生物調査、森林環境辛習、ネィチャーゲームなどの年間参加者数の合計

48か所

212 ha

853人

保存樹の指定箇所数

耕作放楽地面積

自然体験型学習の年間参加者数

長浜市環境基本計画策定

2 0Πg/L以下

95,`

現状を維持

100,6

2,660 ha

26 1H241

2 0ng/L以下

77,(1

3項 目全て
霞境基準適合

80,(↓

2,140 ha

市内河 )日の BOD濃度

I算日方法等】市内河川でセ却l的におこなう水質検査の結果数値

下水道普及奉

:算日方法学】(下水道処理猛域内に住む人日)■ (市4Att Π)X100

大気環境基準適合率

I算日方法等】24時 ,衣 自動濃l定を実施している、二酸化航黄、二酸化空索、予遊IⅢ子状物質の測定値

騒音に関する環境基準達成率 lH19年 度数値)

:寧出方法等】(環境基準達成調査地点数)■ (企調査地点数)X i09

環境こだわり農作物の栽培面積

I算日方法等】化学肥料や農楽の使用を地域慣行からS割以上減らして生産された撲作物の栽堵面積

環境保全協定の締結事業所数

[算 H方法等】環境保全協定を締結した事業所の数
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くもの・ホ・エネルギー奮霊の向上をめざじます》

く地球市民としての役目を果たすことをめざしよす》

く患ちの偶性とと力づくりとめざし卓す》

700g

3091

100店舗

6491

830g

18 696

16店舗 (H241

1496

ごみ捺出量 (市民 1人あた り)の削減 (約 5祐 )

I算出方法等1(ごみ総排出量 (資源含む))■ (市総人口)■ 365

家庭ごみのリサイクル割合

I算出方法等】(総資源化遺)■ (ゴミ処理二十集日回収とl X 100

レジ袋削減の取組に関する協定の締結店舗数

【算出方法学】レジ袋削減の取趣に関する協定を締結する店舗致

未不ll用エネルギー利用設備導入世帯数

〔算出方法等】(太 T務光・風力妻選からの余剰起力売買契約数)■ (市総世帯敏l X 100

く行Bと協働の霊重よちづくりをめざし‡す》

2,000人

20団体

16.200t l‖ 27)

30,544締

7,595t

〕282t■0,川肺

389人

20,249t

38,15刊陥

9,489t

0232t■02/“賄

排出二

肉釈

環境保全に係る催 し等への多加者数

:算出方法等】年間参力「者含許

(仮)長浜エコネットワーク協機会の構成団体数

:算出方法守】市民。事業者・民間団体・市て組織する同協議会ジ)構成団体数

市の事務事集における温室効果ガスの排出量

(内訳は、上段から竜力使用量、竜力以外の燃料等による

癖出量、電力の温暖化ガス排出係数 )

:算出方法等】市の事務事業における温室効果ガスの排出乳

73万 tO隔2年D

(21万 t削減)

609も

94万 t(L四年度)

2096

長浜市の C(12総排出量の削減二等

【算出方法等】長浜市全域を対象とした温室効果ガスの排出肖J滅計画を策定し浄l減日標等を検冒寸し表す

公用車に占める怪公害車の割合

【算出方法等J(低公普車の敷)■ (市て管理する全公用車の数l X tO(

現状を維持

9地区

7,∞0人

のべ 200件

13ボ

5地区

4,674人

のべ 73件

(‖15～ 19年度)

身近に親 しめるみどりの量 (市民 1人あたり)

【算出方法等】郎市計1'1公園の総面積)■ (市総人口)

景観形成重点区域の数

:第出方法零】地域特性を生かした蟄親の形成を壼点的に図る必要があるとして指定するE域の数

市民の環境美化活動への参加者数

:晏出方法等】ごみゼロ大作戦、釜琶J爵―斉清掃、県下―斉清掃の合計参加者放

ユニバーサルデザイン・バリアーフリーに配慮した施設の届出件数

「算出方法毎】「だれもが住みたくなる福祉毯!貿のまちづくり条例」に基づく屈出件数 (のぺ数)

51 52




